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Program for Law Practice Professionals実務法学プログラム
実務法学専攻

　実務法学専攻は、法科大学院（ロー・スクール）として知られており、法律
の専門家である法曹（裁判官・検察官・弁護士）を養成するための専門職大
学院です。本専攻の学生は、2年間（既修コース）あるいは3年間（未修コー
ス）、法の基礎知識と思考法を学び、法曹になるために必要な能力を修得し
ます。本専攻の修了者には、「法務博士（専門職）」の学位が授与され、本専攻
を修了することによって司法試験の受験資格が与えられます。本専攻の修了

者のうち、これまで200名以上が司法試験合格し、法律家として活躍してい
ます。入学者選抜にあたっては、法学部卒業生だけでなく、法学部以外の出
身者や社会人等にも広く門戸を開いています。2020年度の法学部「法曹
コース」の発足に伴い、学部を3年間で卒業して既修コースに入学すること
も可能になりました。当専攻は、法曹を志す方々の目標の実現を全力でサ
ポートします。

Division for Law Practice Professionals, also known as “law school,” 
is a professional graduate school that aims to nurture the legal 
profession (i.e., judges, public prosecutors and lawyers). Students 
learn basic legal knowledge and legal thinking required for the 
legal profession in a two-year course for the person who has 
studied law or a three-year course for beginners. Students who 
have completed the courses receive the degree of “Juris Doctor 
(Professional)” and can take the bar examination. More than 200 

Hiroshima University Law School graduates thus far have passed 
the bar examination and worked as legal professionals. To enter 
our law school, graduates other than law faculty or ordinary adults, 
as well as law graduates, can take the admission examination. 
After founding the law faculty's “legal profession course” in 2000, 
students who graduate from the faculty in three years can enter a 
two year course in law school. We support anyone who wants to be 
a legal professional.

実務法学専攻では「実際に活用できる法的知識・思考力の修得」を目指した学修プログラムを提供しています。
Division for Law Practice Professionals provides learning programs to “acquire legal skills applicable in practice.”

法曹に必要な能力を修得するための、
学修の進度に応じた
段階的学修指導プログラム

① 実践的な法的知識・思考力の修得を
　 目指す授業中心の学習指導

② 少人数クラスでのきめ細かい指導

③ 授業ごとの到達目標の設定とその達
　 成にむけた授業内容の精査

④ 教員間の情報共有と教育改善検討
　 会議に基づく一貫した実効的学修指導

⑤ 自ら「学修する力」の修得を可能にす
　 るプログラム

◆ 段階的学修指導プログラム

◆ 実践的な法的知識・思考法の修得を目指す授業
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演習科目・
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総合演習
科目等を通じた
実践的演習

問題への取組み

導入教育・
学修法の修得を
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インプット中心の
指導、基礎的演習
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アウトプット中心の

指導への移行

個々のニーズに
応じた法的知識・
思考力の拡張・
深化と弱点補強

少人数クラスでの質疑応答を中心とした授業に、
予習と復習を効果的に融合させ、学習の成果を最大限に引き出します。

◆ 法的思考力・論証能力の養成

法的思考に必要な基礎的知識・能力を土台に、難解な事案に対しても
説得力のある議論を展開していくことのできる思考力・論証能力を養成します。

学修の進度に応じた事例問題・演習問題等への取組み
個々の学生の理解度に対応したきめ細かい指導
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実際に活用できる法的知識・思考法の修得

理解の定着
弱点補強

基礎知識の修得
判例・学説の理解

復 習 予 習

質疑応答を通じた
思考力・判断力・応用力の養成

議論する能力の向上

授 業
概念・制度・
条文・原理、

関連する判例・
学説の理解

想像力
多角的視点
読解・分析力
論証能力
表現力

問題点の抽出

法令の条文、法準則、
法原理・原則の選択・定立・解釈

規範の選択・定立

事案の把握・分析、
類似の事案との比較検討

事案のあてはめ

結論

　実務法学専攻では、実務法学における高度専門職業人を養成するため、
以下のような志や意欲をもち、それに必要な基礎学力を持つ学生の入学を
求めています。

1 物事を一面的のみならず多様な観点から複合的・複層的に分析できる人
2 何事にもチャレンジする積極果敢な姿勢を有する人
3 常に自らの行いを省みて、改善工夫の努力を怠らない人
4 他人の意見にも真摯に耳を傾け、自らの糧としようとする人
5 自らの信念と目標の実現のために努力を継続している人

◆ 求める入学者像 / From the Admission Policy

To nurture the legal profession, the Division for Law Practice Professionals 
is seeking the entrance of students, 

1  who can examine things multilaterally from many angles, 
2  who have an aggressive attitude challenging everything,
3  who reflect on their conduct and make every effort for their improvement,
4  who listen sincerely to the opinions of others, 
　trying to feed them off, and
5  who keep on making efforts to realize their 
　goal and determination

模擬法廷教室での刑事模擬裁判（mock criminal trial）

　実務法学専攻（法科大学院）の建物は、広島市中区東千田町にあります。
この東千田キャンパスは、「法曹養成を核とした人文社会科学系の新たな拠
点」として、生まれ変わろうとしています。大学院人間社会科学研究科法学・
政治学プログラムと、法学部昼間コースが、東広島キャンパスから東千田
キャンパスに移転し（2023 年4月より授業開始）、法学・政治学を中心とした
社会科学系科目の研究・教育のいっそうの充実がはかられることにより、実
務法学専攻においても、①法学・政治学プログラムとの連携強化による、開

◆ 法曹養成拠点として生まれ変わる東千田キャンパス / Higashi-Senda Campus as a hub area for nurturing the legal profession

講科目のいっそうの拡充と多様化、②法曹
コース教育の充実と、それによる法科大学院
入学者の増加および質の向上、および③法
曹養成拠点の拡充に向けて、裁判所・公官
庁・法律事務所等との連携強化を通じた、教
育・研究・リーガルサービスのいっそうの充
実等の効果が期待されます。

Higashi-Senda Campus, where Division for Law Practice Professionals 
locates, is changing now as a “new center of human and social science 
mainly through nurturing the legal profession.” With the law and Politics 

Program and Faculty of Law (daytime course) redeployment to the 
Higashi-Senda Campus,  the law school ’s  improvement and 
diversification of education and research are also expected.

◆ カリキュラム（2022年度入学者の例）
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法律基本科目群 実務基礎科目群

法文書作成 
刑事訴訟実務基礎
模擬裁判

リーガル・クリニック
ローヤリング
臨床法務
公法実務基礎

公法総合演習
重点演習（公法1・2） 
重点演習（公法理論研究）

刑法総合演習
重点演習（刑事法1～4）
重点演習（刑事法理論研究）

民事法総合演習
商事法演習2B
重点演習（民事法1～3） 
重点演習（民事法理論研究）

憲法演習1・2
行政法1・2

刑法C
刑法C演習
刑事訴訟法1・2
刑事訴訟法1・2演習
刑法演習1・2

民法演習1A～3A
民法演習1B～3B
民法演習4
商事法演習1A・1B・2A
民事手続法1・2

憲法1・2 刑法A・B
刑法A演習・B演習

法学概論
基礎演習1～3

民法1A・1B
民法2～4
会社法1～3
民事訴訟法

法理学 不動産登記法
債権回収法
企業金融法
民事執行保全法
労働法演習
社会保障法

法曹倫理1
民事訴訟実務基礎1・2

法曹倫理2
エクスターンシップ

表中、太字は必修科目。
「法律基本科目群」中、黄：公法系、緑：民事法系、オレンジ：刑事法系
ほかにも、新たな選択科目の開講を検討中です。
このほか、研究科共通科目（必修）と大学院共通科目が開講されます。

法的思考法
政治学
法社会学
アジア法1・2

消費者法
知的財産法1・2
国際私法・取引法
倒産処理法1・2
労働法1・2
税法

基礎法学・隣接科目群 展開・先端科目群
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